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概要
WebArenaはWeb操作エージェントの標準的なベ

ンチマークとして広く利用されている．しかし，実
行環境と評価系には実験の安定性や評価の妥当性
を損なう課題が残されている．本稿では，WebArena
を網羅的に調査し，全タスクの約 40%に影響する問
題群を発見し，その要因を特定した：(1)インフラの
動作不良，(2)評価ロジックの不備，(3)タスク定義
の曖昧さや矛盾，である．これらに包括的に対処す
る修正パッチ群「WebArena Mod」を提案し，75件
のタスクサブセットを用いた評価実験により，偽陰
性率が 21.3%から 1.3%へと 20ポイント低減するこ
とを確認した．修正パッチ群およびプログラムは
GitHub1）にて公開し，エージェントの能力を正確に
測定するための信頼できる実験基盤を提供する．

1 はじめに
自律型Web操作エージェントは，大規模言語モデ
ル（LLM）や視覚言語モデル（VLM）の実世界応用
における重要な研究領域である．その能力を正確に
評価するベンチマークの整備は，手法間の公正な比
較と該当分野の発展に不可欠である．WebArena[1]
は，EC・フォーラム・ソフトウェア開発・コンテン
ツ管理・地図という実サービスを模したWebサイト
群と 812件の人手検証済みタスクを提供し，自律型
Webエージェント評価の事実上の標準として広く採
用されている [2, 3, 4, 5]．
しかし，我々がWebArenaの評価プロセスを網羅
的に調査した結果，全タスクの約 40%において評価
の妥当性が損なわれている可能性が明らかとなっ
た．詳細な要因分析により，以下の 3つの課題が特
定された．
実行環境の不安定性 ベンチマークが提供する環
境構築方法には，リソース管理と実験サイト設定の
両面に不備がある．具体的には，メモリ不足による

1） https://github.com/nec-research-labs/WebArena-Mod

図 1 Overview of WebArena Mod

システムの再起動や，過度なアクセス制限による正
常な操作の拒絶が発生している．これらはエージェ
ントの能力とは無関係なタスク失敗の要因となって
いる．
評価ロジックの限界 評価プログラムの実装には
いくつかの不備がある．LLMジャッジの判定基準
が厳格すぎること，複数正答の処理の不備，URL正
規化の未実装などにより，意味的に正しい回答で
あっても形式的な差異のみで不当なペナルティが生
じている．
曖昧・不正確なテストデータ タスク設定には，
指示と評価基準の矛盾，曖昧な記述，不正確な参照
回答，フォーマット要件の未記載といった問題が含
まれており，正しい回答が不当に棄却される原因と
なっている．さらに，一部のタスクは原理的に実行
不可能である．
本稿では，これらの問題に包括的に対処する
修正パッチ群 WebArena Mod を提案する (図 1)．
WebArenaが推奨するエージェントフレームワーク
である BrowserGym[6]，および WebArena の評価機
能をパッケージ化した libwebarena[7]と互換性を維
持しつつ，既存のコードを変更せずに適用できる．
各課題に対する具体的な対処は以下の通りである：

• 環境の安定化（3.1節）：実験サイトに対してリ
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ソース設定の修正とアクセス制限の緩和によ
り，環境起因のタスク失敗を防止する．

• 評価ロジックの改善（3.2.1節）：判定処理と正
規化処理を改善し，意味的に正しい回答の誤判
定を防止する．

• テストデータの修正（3.2.2節）：指示と評価の
不整合の解消，曖昧な記述の明確化，実行不可
能なタスクの特定を行う．
提案手法の有効性を検証するため，修正対象とな

る 325件のタスクから無作為に抽出した 75件のサ
ブセットを用いて評価実験を実施した．その結果，
偽陰性率が 21.3%から 1.3%へと大幅に低減し，評
価の信頼性が向上することを確認した．
本稿の貢献は以下の 3点である：
1. WebArenaベンチマークを網羅的に調査し，評
価の信頼性を損なう問題群を発見し，その要因
を明らかにした．

2. 上記の問題に対処する修正パッチ群 WebArena
Mod を開発し，オープンソースとして公開
した．

3. 人手評価との比較実験により，提案手法が評価
精度を向上させることを実験的に検証した．

2 背景
本節では，WebArenaの構成を概説し（2.1節），先

行研究や実務で報告されている課題を整理する（2.2
節）．

2.1 WebArenaの概要
WebArena[1]は，自律型Webエージェント評価の

ための現実的かつ再現可能なベンチマークである．
従来のベンチマークにおける合成タスク [8, 9]，制
限された行動空間 [10]，単一の参照軌跡との一致に
依拠した硬直的な評価手法 [11]といった課題に対処
するため，完全に機能するセルフホスト型Webサイ
トと機能的正確性に基づく評価を提供する．
環境構成 WebArenaのデプロイメントは 2層構

成である．公式には AWS上で AMIを利用する構築
方法が提供されているが，コストや環境の柔軟性か
ら，ローカルマシン上で Dockerコンテナを用いる
方法が広く採用されている．WebArena公式が推奨
する BrowserGym[6]も，この方法を提供する非公式
の webarena-setupリポジトリ [12]を参照している．

ローカル層には，5つの Webサイトを Dockerコ
ンテナで実行する：EC サイトとその管理画面，
フォーラム（Postmill），ソフトウェア開発 (GitLab)，
Wikipedia（Kiwixで提供），地図（OpenStreetMap）フ
ロントエンドである．
クラウド層は，地図機能のためのバックエンド
サービスをホストする．AWS EC2 インスタンス
上で，タイルサーバー（地図画像レンダリング），
Nominatim（ジオコーディング），OSRM（ルーティ
ングエンジン）をホストする．
評価パイプライン ベンチマークは 812 件のタ
スクを提供し，各タスクには自然言語による意図
記述，開始 URL，参照回答が含まれる．評価方式
には，文字列の完全一致・部分一致，URL 比較，
HTML コンテンツ検証，LLM ジャッジによる意
味的判定がある．エージェントフレームワーク
である BrowserGym[6] は，WebArena の評価プログ
ラムとタスクデータを Python パッケージ化した
libwebarena[7] を通じてこの評価機能を利用して
いる．

2.2 報告されている課題
WebArenaは広く採用されている一方で，その運
用と評価に関する課題が複数報告されている．環境
面では，地図バックエンドの障害やフォーラムの
レート制限，セルフホスト環境の構築困難が指摘さ
れており，一部の研究では地図関連タスクを評価か
ら除外している [13, 14, 15, 16, 17]．評価面では，厳
格な文字列照合による形式的差異へのペナルティ，
曖昧なタスク定義，LLMジャッジの判定誤りなど
が報告されている [18, 19, 13, 14]．
これらの課題に対し，評価系を再設計する

WebArena Verified[20] が並行して開発されている．
しかし，既存の報告は個別の問題指摘にとどまり，
問題の体系的な分類と包括的な対処は行われてい
なかった．本稿では，環境・評価ロジック・テスト
データの 3側面からWebArenaの問題を体系的に分
類し，既存フレームワークとの互換性を維持しつつ
包括的に対処する修正パッチ群を提案する．

3 修正内容
本節では，WebArena Modの修正内容を説明する．

3.1節で環境の安定化，3.2節で評価とテストデータ
の修正について述べる．
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3.1 環境の安定化

3.1.1 OpenStreetMapバックエンド
地図機能を担うクラウド層（2.1 節）について，

WebArenaが当初提供していた公開サーバーは頻繁
に停止している．これに対し WebArena チームは
AWS上でのセルフホスト方法を提供しているが，こ
のセルフホスト環境もメモリ不足や設定不備により
不安定である．
公式のセルフホスト用スクリプトは t3a.xlarge

インスタンス（16 GB RAM）を想定しているが，
OSRMが各 3.5–4.5 GB× 3コンテナ，Nominatimが
最大 6 GB，タイルサーバーがピーク時 4 GBを必要
とし，メモリ枯渇が発生する．また，タイルサー
バーの–shm-size未指定により間欠的な 404エラー
も発生する．
これらの問題により，高負荷時にコンテナが再起

動し経路検索が応答しなくなる，地図画像が描画さ
れないといった障害が発生し，エージェントの能力
とは無関係にタスクが失敗する．これに対し，適切
なメモリ制限とコンテナ設定を施した t3a.2xlarge

向け修正版スクリプトを提供する．

3.1.2 ローカルWebArenaスタック
ローカル層の構築には，BrowserGymが参照する

webarena-setup リポジトリ [12] のスクリプトが広
く利用されている．しかし，(1)フォーラムのレー
ト制限およびローカル URLブロッキングにより正
当な操作が 429/500エラーで失敗する，(2) PHPベー
スサービスのデフォルト設定が並行リクエストに不
十分でタイムアウトが発生する，(3)パッチスクリ
プトがデータベース初期化前にコンテナを変更し
SQLエラーを引き起こす，といった問題があった．
その結果，正常な操作が拒否されたり，並行実行

時にサービスが応答しなくなったりといった障害が
発生する．これに対し，レート制限の緩和とローカ
ル URLブロッキングの無効化，最適化された PHP
OPcache設定と明示的な共有メモリ割り当て，デー
タベースサービスの準備完了チェックを実装した．

3.2 評価とテストデータの修正

3.2.1 評価ロジック
libwebarenaの評価コードには以下の問題があっ
た：(1) LLMジャッジが「意味的等価性」のみを判
定基準としており，正しい情報を含むが追加の文脈
を伴う回答が不正解となることがある（付録 A 参
照），(2)文字列・URL評価における複数正答の処理
に不備があり，有効な回答が棄却される，(3)参照回
答の URL（www.reddit.com 等）がローカル環境の
URL（localhost:9999等）と一致せず，正しい回答
が棄却される．
これらに対し，2 段階 LLM ジャッジ（意味的等

価性チェック＋ファジー包含チェック）を実装し，
いずれかで合格すれば正解とする．また，複数正答
を正しく処理するよう修正と，参照回答の URLを
ローカル環境のホスト名に正規化する処理を実装
した．

3.2.2 タスクデータ
812件のタスク設定を検証し，以下の問題を特定
した：(1)評価が厳密な文字列照合を用いるにもか
かわらず，タスク指示に出力形式の要件が記載さ
れていない（例：参照回答「15213」に対し「郵便
番号は 15213です」は棄却される），(2)指示と評価
基準の矛盾（例：「価格を上げる」指示で値下げを
チェック），(3) 参照回答がベンチマーク環境の実
データと不一致，，(4)曖昧な指示例：「Nicが 4月に
したコミット数は？」に対し，Nicを含むユーザ名
が複数存在），(5) Chromiumの特定クッキー存在時
にフォーラムログインが失敗する認証バグ，(6)実
行不可能なタスク．
これらに対し，フォーマット要件の明示，指示と
参照の整合，参照回答の更新，曖昧な指示の明確化，
認証順序の修正を行い，実行不可能なタスク（ID: 2,
5, 184, 425；詳細は付録 B参照）を特定した．すべ
ての変更はタスク設定ファイルを置換で修正する単
一パッチスクリプトとして提供する．

4 実験
WebArena Modによる評価精度の改善を検証する
ため，比較実験を実施した．
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表 1 評価パイプラインの判定精度の比較（𝑛 = 75）．エー
ジェント出力に対する人手評価を正解とし，WebArena
Mod適用前後の評価パイプラインによる判定を分類した
（TP:正しく成功と判定，FN:成功を失敗と誤判定，TN:正
しく失敗と判定，FP:失敗を成功と誤判定）．

構成 TP FN TN FP

適用前 23 16 36 0
適用後 40 1 34 0

4.1 実験設定
タスクサンプリング WebArena Modの修正対象

となるタスク群から 75件を無作為に抽出した．
エ ー ジ ェ ン ト 設 定 GPT-5.22）を 基 盤 と し

た AgentLab[6, 21] の GenericAgent3）を 使 用 し，
use_screenshotを有効化した．
比較条件 同一のエージェントを以下の 2条件で

実行した：
• オリジナル：公式スクリプトで構築した環境，
libwebarena の評価プログラムおよびタスク
データ

• WebArena Mod：修正スクリプトで構築した環
境，パッチ適用済み評価プログラムおよびタス
クデータ
評価指標 各エージェント出力に対し，2名のア

ノテータががタスク指示と行動軌跡に基づき成否を
独立に判定し，不一致があった場合は議論を経て最
終判定を決定した．評価パイプラインの判定を人手
評価と比較し，偽陽性（FP），偽陰性（FN），真陽性
（TP），真陰性（TN）を算出した．
実装 BrowserGym（コミット 254938b）および

AgentLab（コミット 519abed）を使用した．

4.2 結果
表 1に評価精度の比較結果を示す．
WebArena Modにより，偽陰性率は 21.3%（16/75）

から 1.3%（1/75）へと 20ポイント改善した．一方，
偽陽性は両条件で 0 件であり，不正解を誤って正
解と判定するケースは増加しなかった．なお，2条
件間で実際の成功数に差異があるが（エージェン
トの非決定性による），本実験の主眼は評価パイプ
ラインの判定精度である．偽陰性の大幅な削減は，
WebArena Modが評価の信頼性を向上させることを

2） gpt-5.2-2025-12-11
3） https://huggingface.co/spaces/ServiceNow/browsergy

m-leaderboard/blob/main/results/GenericAgent-GPT-5/R

EADME.md

示している．

4.3 実験分析
オリジナル環境で発生した 16件の偽陰性のうち，

WebArena Modにより 15件が解消された．内訳は，
タスクデータの修正（§ 3.2.2）によるものが 9件，
評価ロジックの修正（§ 3.2.1）によるものが 6件で
あった．タスクデータでは参照回答の誤りや出力形
式要件の欠如が主な原因であり，評価ロジックでは
URL正規化と 2段階 LLMジャッジが効果を示した．
なお，本実験は逐次実行であり負荷が低いため，
環境の安定化（§ 3.1）に関する問題は顕在化しな
かった．並行実行を行う大規模実験では，環境修正
の効果も期待される．
以下に，解消された偽陰性の具体例を示す．
タスク 181（出力形式要件の欠如） 「issueがク
ローズ済みか確認」に対し，エージェントは「Its
status badge shows Open, so it is not closed.」と正しく
回答した．しかし参照回答「No」との文字列照合に
より不正解と判定された．指示へのフォーマット要
件の明記により修正後の環境においては正しく評価
された．
タスク 294（ローカルURL正規化の不備）「SSH
で cloneするコマンドを表示」に対し，エージェン
トは正しいコマンドを出力した．しかし参照回答の
外部ホスト名とローカル環境のホスト名が一致せず
不正解と判定された．URL 正規化により修正後の
環境においては正しく評価された．

5 おわりに
本稿で提案したWebArena Modは，WebArenaベン

チマークの評価信頼性を損なう問題群を網羅的に
調査し，全タスクの約 40%に影響する課題を特定し
た．これらに対処する修正パッチ群を開発し，環境
の安定化，評価ロジックの改善，テストデータの修
正を行った．75件のタスクサブセットを用いた評
価実験により，偽陰性率が 21.3%から 1.3%へと 20
ポイント低減することを確認した．

WebArena Mod は 既 存 の BrowserGym お よ び
libwebarena と互換性を維持しており，GitHub
にて公開している．Webエージェント研究における
信頼性の高い評価基盤として活用されることを期待
する．
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A LLMジャッジの詳細
WebArenaは，LLMジャッジによる意味的判定に

おいて「意味的等価性（semantically equivalent）」の
みを判定基準としている．このため，正しい情報を
含むが追加の文脈を伴う回答が不正解と判定される
場合がある．
誤判定の例 以下に具体例を示す．
• タスク：“Tell me the full address of all international

airports that are within a driving distance of 5 km to
Carnegie Mellon University”

• 参照回答：“There is no airport within 5 km of
Carnegie Mellon University”

• エージェント出力：“There is no international
airport in that range. The closest international airport
is 25 km away.”

• 判定結果：“Partially correct. The reference says
‘no airport’ while the student says ‘no international
airport’ ― a narrower claim. Also ‘in that range’ is
vaguer than ‘within 5 km of Carnegie Mellon Univer-
sity.”’

この出力は質問に対する正しい回答を含むが，表
現の差異により「部分的に正解」と判定され，最終
的に不正解として扱われる．
修正内容 WebArena Mod では，2 段階の LLM

ジャッジを実装した．第 1段階では従来通り意味的
等価性を判定し，第 2段階では回答が参照回答の重
要情報を「含むか」を判定する．いずれかの段階で
正解と判定されれば，最終判定を正解とする．

B 実行不可能なタスク
本節では，原理的に実行不可能と判断した 4件の

タスクの詳細を示す．
曖昧な概念定義（タスク 2, 5） 両タスクは「最

も売れた製品タイプ」を問うが，ベンチマーク環
境のショッピング管理画面において「製品タイプ
（product type）」の定義が明示されていない．カテゴ
リ，属性セット，商品分類など複数の解釈が可能で
あり，エージェントの回答が参照回答と一致するこ
とを期待するのは不合理である．

• タスク 2：“What is the top-1 best-selling product
type in Quarter 1 2022”（参照回答：“Yoga ball”）

• タスク 5：“What is the top-1 best-selling product
type in Jan 2023”（参照回答：“Yoga ball”）

評価基準とタスク範囲の不整合（タスク 184）
在庫が 0の商品名を列挙するタスクであるが，該当
商品は数百件存在する．一方，評価は単一の参照回
答（“Sinbad Fitness Tank”）との厳密な文字列照合を
用いており，他の正しい回答はすべて棄却される．
データ範囲の制約（タスク 425） “Find the page

of the longest bridge in the Western hemisphere on the
map”というタスクであるが，参照回答（“Mackinac
Bridge”）の所在地域はベンチマークの地図データダ
ンプに含まれていない．したがって，該当ページへ
のアクセスは原理的に不可能である．
これらのタスクは，環境の大幅な変更またはタス

ク設計の見直しなしには達成できないため，評価か
ら除外することを推奨する．
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